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チラーユニットのご紹介

日立グローバルライフソリューションズ株式会社

空調ソリューション事業部 空調営業本部 関東支社

2025/7/17

＊掲載製品の製造元は日立空調清水株式会社です。
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フロン排出抑制法(チラー指定製品化時期と目標ＧＷＰ)
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GWP<750
(2027)

(GWP<10※2)
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マトリクスシグマ

マトリクスアドバンス

※１,２
２０２２年10月１日時点

R134a R410AR407C/ER1234yf
(GWP1430)(GWP1)

R513A
(GWP573) (GWP1700/1550) (GWP2090)

R32
(GWP675)

450

(GWP<450※1)
(2030)

（450）

2027年度目標
 指定製品化

※1：RAC/PACなど
全製品での加重平均

※2：各製品毎の加重平均

・空冷、水冷小型はR32化予定
・ブライン（現在対象外）は、時期冷媒検討中

ビル用マルチ
次期冷媒次第

各冷媒のGWP値は２０２２年１０月１日時点です
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日立チラーユニット ラインナップ

ラインナップ

空冷式 水冷式

小型

マトリクスシグマ マトリクスアドバンス

小型

マトリクスアドバンス

中容量
タイプ

標準設置
タイプ

リニューアル
設置タイプ

標準
タイプ

大容量
タイプ

標準
タイプ

制御方法 インバータ インバータ インバータ インバータ 連続 連続 インバータ 連続

区分 冷専 冷専/ヒート 冷専/ヒート/加熱強化 冷専/ヒート/加熱強化 冷専 冷専 冷専 冷専

型式 RCUNP AV1 RC(H)GP AV(P)1 RC(H)GP AV(H)(P)1 RC(H)GP AV(H)(P)1X RCY AZ(P)1 RCY AZ(P)1 RCUNP WV1 RCY WZT(C)

定格能力 7.5～50.0 75～100 118～200(236) 118～200(236) 118～180 236～355 9.0～60.0 118～236

空冷式 水冷式
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空冷ヒートポンプ式／空冷冷専スクロールチラーユニット

中容量タイプ
(75～100kW)

リニューアル設置タイプ
(118～200kW)

標準設置タイプ
(118～200kW)

特長：加熱強化型を新規ラインナップ

加熱能力を向上した加熱強化型を新規ラインナップ
(標準設置/リニューアル設置タイプ：４０～７０馬力)
７０馬力加熱強化型は日立のみラインナップ
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空冷ヒートポンプ式／空冷冷専スクロールチラーユニット
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空冷ヒートポンプ式／空冷冷専スクロールチラーユニット



6© Hitachi Global Life Solutions, Inc. 2025. All rights reserved.

空冷ヒートポンプ式／空冷冷専スクロールチラーユニット
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日立チラーユニット ラインナップ

空冷式 水冷式

ラインナップ

空冷式 水冷式

小型

マトリクスシグマ マトリクスアドバンス

小型

マトリクスアドバンス

中容量
タイプ

標準設置
タイプ

リニューアル
設置タイプ

標準
タイプ

大容量
タイプ

標準
タイプ

制御方法 インバータ インバータ インバータ インバータ 連続 連続 インバータ 連続

区分 冷専 冷専/ヒート 冷専/ヒート/加熱強化 冷専/ヒート/加熱強化 冷専 冷専 冷専 冷専

型式 RCUNP AV1 RC(H)GP AV(P) RC(H)GP AV(P) RC(H)GP AV(P)X RCY AZ(P)1 RCY AZ(P)1 RCUNP WV1 RCY WZT(C)

定格能力 7.5～50.0 75～100 118～200(236) 118～200(236) 118～180 236～355 9.0～60.0 118～236
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※吸込網取付けは改造対応となります。 ※本機は屋外設置タイプです。

2500～3750型1250～1800型

省エネ性とサービス性を追求したマトリクスアドバンス。
環境影響度に配慮し、スクリューチラーにも冷媒  採用機をラインアップ。

●製品概要

チラーユニット マトリクスアドバンス<R1234yf>ご紹介

スクリューチラーユニット 「マトリクスアドバンス」 〈R1234yf〉

空冷機

カバー有り仕様
(RCY-WZTC/ RCF-WZT2C)

カバー無し仕様
(RCY-WZT/ RCF-WZT2)

水冷機
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●低GWP冷媒【HFO】R1234yfの採用

冷媒R1234yfは地球温暖化係数※1を従来の冷媒R134aに比べて99％以上低減した冷媒です。
環境負荷の大幅な低減を図りました。

※1.地球温暖化に与える影響を数値化したものを示します。数値が大きいほど温暖化への影響が大きいことを示します。
※2.出典：JRA GL-08_2024「冷凍空調機器の冷媒回収に係る回収口形状と表示ガイドライン」地球温暖化係数。

GWP（Global Warming Potential）は地球温暖化係数を表す場合と環境影響度を表す場合があり、
R1234yfは地球温暖化係数＝0、 環境影響度＝1となる冷媒です。

製品のセールスポイント

地球温暖化係数(GWP※2)
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●フロン排出抑制法の対応が不要
冷媒R1234yfは、 HFO（ハイドロ フルオロ オレフィン）冷媒で、
冷媒R1234yfを採用した機器は、フロン排出抑制法の対象外です。

このため点検整備記録簿の保存や漏えい量報告などの
法的対応は不要です。

ご注意

冷媒R1234yf(特定不活性ガス）は微燃性の冷媒です。

万一、冷媒が漏れると冷媒が滞留して火気に触れると

火災や有毒ガスが発生する原因になります。

水冷チラーを屋内に設置する場合には、冷媒が滞留しやすい場所に

検知警報設備を設置すると共に、「常時稼働する」「一定の換気回数以

上の換気能力を有する」機械通風装置を設置する必要があります。

製品のセールスポイント

冷媒  R1234yf 採用チラー

フロン排出抑制法の対象外
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低温産業機器のご紹介

日立グローバルライフソリューションズ株式会社

空調ソリューション事業部 空調営業本部 関東支社

2025/7/17

＊掲載製品の製造元は日立空調清水株式会社です。
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次世代冷媒の製品化日程【計画】

年度 ’22 ’23 ’24 ’25 ’26 ’27 ’28 ’29 ’30 ’31 ‘32

小
型
冷
凍
機

日立はHFO系混合冷媒を採用検討し、使用冷媒の環境負荷軽減をめざします。

R448（GWP1387)

＝＞GWP<1500 ＝＞ GWP<750
1.5kW超

次世代冷媒（R474B)
次世代冷媒(GWP<10)要素技術開発
NEDO委託開発 (最大2027年度まで)

重点項目
省エネ性・低GWP
低コスト・ラインアップ
安全性（A2L）

’27～R474B投入開始を検討

：発売期間
：要素開発期間

フロン排出抑制法GWP規制

スクロール冷凍機の規制見通し 29年GWP＜750 ⇒ 36年GWP＜10

日立冷凍機は上記2036年のGWP＜10を見据えた冷媒選択。
※仮に2029年のGWP＜750だけを目指した冷媒選択をした場合は、

2036年に向けてもう一段冷媒変更が必要となります。
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空調機冷媒

【参考】

HFC混合

低GWP冷媒

HFO系

グリーン冷媒

R404A R410A R463A R448A R32 R454C R474B CO2 プロパン アンモニア

不燃性 不燃性 不燃性 不燃性 微燃性 微燃性 微燃性 不燃性 強燃性 微燃性

低毒性 低毒性 低毒性 低毒性 低毒性 低毒性 低毒性 低毒性※1 低毒性 高毒性

環境 3920 2090 1490 1390 675 145 1 1 3 <1

COP比(R448A比)

理論計算
104% 104% 94% 100% 103% 98% 100%

78%

88%(2段圧縮)
108% 102%

温度勾配[℃] 0.6 0.1 11 5.8 0 7.8 6.2 0 0 0

COP比(R448A比)

理論計算
104% 102% 95% 100% 96% 100% 102%

85%

95%(2段圧縮)
108% 86%

温度勾配[℃] 0.7 0.1 12 6.1 0 7.8 6.2 0 0 0

◎ ○ ○ ◎
○

安全装置追加

○

安全装置追加

○

安全装置追加
× × ×

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ △

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ × 不明 ×

高GWP
高圧系

冷媒

高圧系

冷媒

高圧系

冷媒
開発中

超高圧

(13MPa)

上限封入量

500g

銅配管不可

冷凍は負圧

現行冷媒(HFC混合) 自然冷媒

地球温暖化係数(GWP)※2

性能

・

環境

冷蔵

ET-10℃

Ts18℃

冷凍

ET-40℃

Ts18℃

安全
燃焼性

毒性

備考

経済性

施工性・リニューアル対応

(既設配管・クーラ)

筐体サイズ

本体価格

冷凍機の次世代冷媒の候補

■冷凍機に使用される候補冷媒（日立調べ）

■CO2排出量換算影響度と年間消費電力

項目 ＼ 冷媒
Ｒ４４８Ａ
(現行機)

CO2 Ｒ４74B

①冷媒生産時 影響 641 0 641

②運転時 影響 114,518 162,546 114,518

③冷媒排出時 影響 39,946 11 86

ＬＣＣＰ（①+②+③） 155,105 162,557 115,245

Ｒ４４８Ａ 比 100% 105% 74%

【注記】
 １)10年間での評価
 ２)冷媒排出(漏洩)率は16％/年
 ３)CO2排出係数は、0.434kg-CO2/kWh
 ４)ｼｮｰｹｰｽ負荷：15kWと仮定
 ５)R448A/R474Bの冷媒生産時影響は

R1234yfと同じと仮定して計算
６)IPCC 4次レポートのGWP値で計算

2029年以降のGWP<10を
見据えた上で、総合的に判断し

R474Bを採用を検討

★R474Bとは
R1132(E)+R1234yf HFO二種混合冷媒
2023年 ASHRAE登録済で冷媒名確定

※1 冷媒としてはA1(不燃・無毒)だが、濃度により人体への影響がある。
※2 フロン類は経産省環境省告示第三号、

R474Bは未掲名のため試算値、自然冷媒はIPCC 4次レポート値
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小型冷凍機ラインアップのご紹介

   冷媒R４４８A屋外設置型冷凍・冷蔵用コンデンシングユニットラインアップのご紹介

12馬力、20馬力に コンパクト型を追加ラインアップ！

KRX-T1AV
KRX-T1.5AV
KRX-T2AV

KX-T2AV
KX-T3AV

KX-T4AV
KX-T5AV

KX-T6AV
KX-T8AV

KX-T10AV1
KX-T12AVC

KX-TM12AV1
KX-TM16AV1
KX-TM20AVC

KX-TM20AV
KX-TM26AV

KX-TM30AV
KX-TM36AV
KX-TM40AV

〇発売中
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1

●R448A屋外設置型10～20馬力シリーズ構成

呼称出力[kW]
(馬力)

製品区分

呼称出力【馬力】

7.4(10) 9.0(12) 12.0(16) 14.8(20) 15.0(20)

圧縮機搭載台数 1台 2台 3台

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ

冷蔵
ET

-22～7℃
KX-

T10AV1※1

KX-
T12AVC※

1

KX-
TM12AMV1

KX-
TM16AMV1

KX-
TM20AMVC

―

冷凍
冷蔵

ET
-45～-5℃

KX-
TM12AV1

KX-
TM16AV1

KX-
TM20AVC

―

従
来
機

冷蔵
ET

-22～7℃
KX-

T10AMV※2 ―
KX-

TM12AMV※2

KX-
TM16AMV※2 ―

KX-
TM20AMV

冷凍
冷蔵

ET
-45～-5℃

KX-
TM10AV※2 ―

KX-
TM12AV※2

KX-
TM16AV※2 ―

KX-
TM20AV

：コンパクトタイプ

※1.シングル機は冷蔵用と冷凍冷蔵用を機種統合
※2.2024年12月最終受注予定、2025年3月最終出荷予定

屋外設置型（空冷一体型） 10・12・16・20馬力 NEW

① 従来のR448Aシリーズに対し、12馬力と20馬力にコンパクト仕様を追加（2ラインアップ化）
② 省スペース化・・・リプレース、狭地への設置対応
③ 使用温度範囲の拡大
④ 各ターゲットに合わせた冷凍能力、ＣＯＰを確保

●製品の特長

赤字機種：現行品
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1

●省スペース化

製品概要と特長

■省スペース化・・・リプレース、狭地への設置対応
    (対象機種：KX-TM12A(M)V/ KX-TM16A(M)V/KX-TM20A(M)V)

 据付面積をR404A機比で約13％、従来R448A機比で約20％削減

R404A機：KX-RM12A1/KX-RM16AV1/KX-RM20AV1

R448A機：KX-TM12A(M)V/KX-TM16A(M)V/KX-TM20A(M)V

据付面積：1.52㎡

据付面積：1.67㎡

据付面積

約13％

縮小

据付面積

約20％

縮小

据付面積：1.33㎡

1.910W×0.794D 

2.000W×0.835D 

1.600W×0.835D 

屋外設置型（空冷一体型） 10・12・16・20馬力 NEW
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ユニットクーラー、大型低温機器 ラインアップ

冷媒R４４８Aユニットクーラー

●製品シリーズ構成 冷媒R448A 標準型の8馬力相当～20馬力相当をモデルチェンジ

10馬力外観
●発売中

R448A屋外設置型2段圧縮スクリュー冷凍機（50・70馬力追加）

●冷媒R448A シリーズ構成

※R404A 屋外設置型空冷2段圧縮機（RSU-R**TAC・TAV)は25年12月末ラストオーダー

■NEW(受注受付中）

RSU-T500TAC

RSU-T750TAC
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